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1 

 

資料１－１ 

事前に生徒に英語で苦手な活動についてアンケートをとった。 

 

資料１－２ 

質問「話すときに不安なこと」記述回答から一部抜粋 
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資料１－３ 

質問「書くときに不安なこと」記述回答から一部抜粋 
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資料２－１ 

各単元に出てくる新出単語や重要表現を BINGO で練習する。 

重要な語句には色をつけて、意識して練習するように指示した。 

 

資料２－２ 【BINGO の単語テスト】 

BINGO を４～６回終えたあと単語の小テストを３回行う。 

ほとんどの生徒の点数が上がっていた。 
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【定期試験 成績上位の生徒】（初回２６点→２回目３０点→３回目３０点） 

 

 

 

【定期試験 成績中位の生徒】（初回１６点→２回目１９点→３回目２４点） 
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【定期試験 成績下位の生徒】（初回１８点→２回目２８点→３回目３０点） 

 

資料２－３ 

BINGO で学習した単語を用いて、英作文を行った。 

活動に取り組む前に、 

・翻訳アプリを使わない 

・BINGO で単語の確認や教科書の本文で使い方を確認することは許可 

などの決まりを確認した。タブレットで提出後、教員が添削して返却する。 

 

【概ねできているもの】 

「生徒 A」     「生徒 B」 
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【意味はわかるが文法が正しくないなど不十分なもの】 

「生徒 C 」     「生徒 D」 

 

「生徒 E」 

 

【文章が考えられないなど、ほぼ作成できていないもの】 

「生徒 F 」   「生徒 G」 

 

「生徒 H」     「生徒 I」 
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資料２－４ 

タブレットのアプリ（ロイロノート）で生徒に配布したカードで英作文を行い、提出させる。 

教員が添削したのち、生徒に返却した。 

 

資料３－１ 

英作文に取り組む前に、テーマに沿った単語を班で共有した。 

➀テーマに当てはまる単語を個人で考えたもの 

【体育祭について】 

「生徒 J」   「生徒 K」 
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【夏休みについて】 

「生徒 L➀」 

 

 

資料３－２ 

②個人で出た単語などを班で共有し、カードに書いた。 

「グループ A （生徒 L の班）」 
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資料３－３ 

③共有した情報をもとに、個人で英作文を行った。 

体育祭の感想を書かせたもの。スペルミスはあるが、英語が苦手な生徒でも共有した単語を

用いて、まとまった内容の文章を書くことができた。 

「生徒 M」    「生徒 N」 

 

夏休みのことを書いた文章。班の中で意見を共有したので、「be going to」を使うことがで

きた。不定詞の使用にはまだ練習が必要だが、既習事項を使おうとする意思が感じられる。 

「生徒 L②」 

 

 

資料４ 

【同じ生徒が書いた体育祭の文章（先）と夏休みの文章（後）】 

体育祭では借り人競争をうまく表現できなかったが、夏休みの文章では夏祭りのことにつ

いて細かく書くことができている。 

「体育祭の文章」 

 

「夏休みの文章」 
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資料５ 

試験では高得点をとれるが、内容のまとまりがなく、箇条書きになっている生徒の文。 

「どんなこと」「補足情報」「自分の意見」と内容の一貫性がある文章を書けるようになるこ

とが今後の課題。 

「生徒 O」 

 


